
 

 

 

 

 

 

 

東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 

ＴＥＬ０３－６２７２－９０３０（代表） 
〒１０２-００７４ 

第１巻  ２０１８．５月号  通巻２号 

info@jaia.jp AIA 
 議 案 

〈第１号議案〉 
平成２９年度事業報告、決算報告及び監査
報告承認の件 

〈第２号議案〉 

任期満了に伴う役員選任の件 
〈報告事項〉 
平成３０年度事業計画及び収支予算の件 
※総会後、理事会を開催し、正副会長、専務
理事、常務理事、常任理事を決定。 

■総会において議決権を行使できるのは、あらかじめ協会に届けられた会員代表者のみです。 
会員代表者以外の方が代理でご出席される場合は、「委任状」（同封）を添付してください。 
■ご欠席の場合は、「出欠通知書」「委任状」ともにお送りください。 
      （一社）日本アミューズメント産業協会  代表Ｔ Ｅ Ｌ ０ ３ －６ ２ ７ ２ －９ ０ ３ ０  
            
      

 

 
南北線  
六本木一丁目駅  
改札口 

日比谷線 神谷町駅 出口（４ｂ） 

銀座線 虎ノ門駅  
出口（３） 

ホテルオークラ東京 

お問合わせ 
＆ 

送 付 先 

施設営業事業部（担当：羽田） haneda@jaia.jp Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ －６ ２ ７ ２ －９ ４ １ １  
AMマシン事業部（担当：浅見）asami@jaia.jp   Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ －３ ５ ５ ６ －５ ５ ２ ４  
遊園施設事業部（担当：酒井） sakai@jaia.jp    Ｆ Ａ Ｘ ０ ３ －３ ５ ５ ６ －５ ５ ２ ４  

日時／平成３０年６月７日(木) 
      ８：２６ ＯＵＴ・ＩＮ同時スタート 
会場／茨城ゴルフクラブ 西コース 
      茨城県つくばみらい市小島新田 
   TEL0297-58-1216 FAX0297-58-1961 
会費／１０，０００円（賞品・パーティ代） 
競技／１８H ストロークプレイ 
    ダブルペリア方式（トリプルボギーカッ

ト、ハンディ上限３０） 

【お問合わせ】 JAIA(担当：片岡) 
kataoka@jaia.jp  TEL03-3556-5522 

mailto:haneda@jaia.jp
mailto:asami@jaia.jp
mailto:sakai@jaia.jp
mailto:kataoka@jaia.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

定員 
先着５０名 

主催／（一社）日本アミューズメント産業協会 ＡＭマシン事業部 

 ＪＡＩＡのＡＭマシン事業部では、施設運営に
携わるＪＡＩＡ会員を対象に、下記の通り、アミ
ューズメント機器の説明会を開催する。 
 夏商戦向けゲーム機をはじめとした各メーカ
ーの主力商品を使いこなし、最大限の売上を上げ
るための一助としてもらうことが目的。 
 お話いただくのは各社の開発担当者。説明会終
了後は懇親会も予定、メーカーとオペレーターの
相互理解の場となることも意図されている。 

 こうした説明会の実施は、ＪＡＭＭＡ（現ＪＡ
ＩＡ・ＡＭマシン事業部）の事業として構想があ
ったものの実現に至らなかったが、「メーカーと
オペレーターが１つになった今、これを好機とし
て」メーカー各社に協力を呼び掛け、実施が決ま
った。 
 開発の背景や意図がわかるとオペレーション
も変わってくるはず。 
説明会の概要は以下の通りとなっている。 

 

日 時／平成３０年６月２０日（水）15 時～18 時 
場 所／ＪＡＩＡ会議室 

     東京都千代田区九段南３－８－１１ 
     飛栄九段ビル８階 
主 催／ＪＡＩＡ ＡＭマシン事業部 
テーマ／本格的な夏商戦を前に、メーカーの開発

担当者より、各社の主力商品について、
開発の経緯、狙った顧客層、メーカープ
ロモーション、オペレーションのヒント、
機器の性能を最大限発揮させるノウハウ
などをお話しいただく。 

対 者／ＪＡＩＡ加盟各社のオペレーション担当者 
※定員先着５０名 

※１社２名まで 
※販売担当者は余裕があれば参加可 

〈お問い合わせ〉ＪＡＩＡ ＡＭマシン事業部（担当：片岡） TEL03-3556-5522 kataoka@jaia.jp 

(株)セガ・インタラクティブ 
AM マーケティング部 
第 2 プロモーションチーム  
チームマネージャー 

三橋 慶士氏 

 

©TYPE-MOON / FGO ARCADE 
PROJECT 

 

(株)マーベラス 
AM 事業部  副事業部長  

土手真悟氏 

©Marvelous Inc. 

協 力／セガ・インタラクティブ 
バンダイナムコアミューズメント

マーベラス 
その他、夏商戦に強力なラインナッ
プを投入されるメーカー４～５社 
（現在、協力要請中） 

進 行／各社の派遣講師よりそれぞれ 30
分間の説明に続き、質疑応答（10
～15 分程度）。 
説明会終了後、希望者による懇親会
（実費）を予定。 

参加費／無料 
申 込／６月８日(金)締切。 

下記に電話もしくはメールにて申
込のこと。 

 

(株)バンダイナムコアミューズメント  
プロデュース 2 部チーフ 福田学氏 
プロデュース 3部マネージャー 皆川悠介氏 
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１．目的 
「健全化を阻害する機械基準」(以下、機械基準という。)は、（一
社）日本アミューズメントマシン協会（以下、協会という。）が健全
で秩序あるアミューズメントマシン産業界の確立のため、公序良
俗に反する機械を排除する諸対策推進の運用に活用し、もって
アミューズメントマシン産業の振興に資することを目的とする。 
２．適用範囲 
 この機械基準は、業務用アミューズメントマシンのうち、次に規
定する機種に適用し、協会会員は、健全化を阻害する機械を日
本国内向けに製造、販売及びオペレーションをしてはならない。 
 2.1 テレビゲーム機 
    ビデオ画面を使用し、硬貨またはプリペイドカード（ポストペイドカ

ードを含む。）により業務用としてオペレーションされるもの。 
 2.2 メダルゲーム機 

メダルイン・メダルアウト方式により業務用としてオペレーションさ
れるもの。 

３．定義 
 この機械基準で用いる主な用語の定義は、次のとおりとする。 
 3.1 業務用アミューズメントマシン 
    主として「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」

の第２条第１項第５号に該当する営業で使用される遊技設備 
 3.2 健全化を阻害する機械 
    ４．に規定する各機種ごとに掲げられた各条件のいずれか一つ以

上に該当するもの、及び協会が公序良俗に反する機械と認めたもの  
 3.3 ４号転用メダルゲーム機 
    主として「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」

の第２条第１項第４号に該当する営業で使用または使用すること
を前提に製造された遊技設備（パチンコ機及びパチスロ機等）を適
正に改造したメダルゲーム機。 

４．機種ごとの条件 
 4.1 テレビゲーム機 
  （１）表現の条件 公序良俗に反する内容を表現するもの、並びに卑

猥、極度の暴力的、及び残虐的な内容を表現するもの。 
     備考：公序良俗に反する内容を表現するもの、並びに卑猥、極度

の暴力的及び極度の残虐的な内容の判定は、別に定める「倫理
審査判定基準」に基づき協会が行う。 

  （２）その他の条件 公序良俗に反する機械に容易に改造できる恐れ
のあるもの。 

 
 

 4.２ メダルゲーム機 
  （１）機能・構造の条件 
   ①大人用及び４号転用メダルゲーム機 
   ⅰ メダルを使用できないもの。 
   ⅱ メダル払出装置がないもの。 
   ⅲ 入賞したメダルが払い出しされないで、クレジットされも

の。ただしプレイヤーが任意に、かつ随時に払い出し
することが出来る払い出しスイッチ（押しボタン）を備え
ているものを除く。 

   ⅳ クレジットがスイッチ等の操作により加算され、その枚
数がメーター等に記憶される構造のもの。 

   ⅴ 紙幣などを挿入できる構造のもの。ただし構造がメダル
貸出機として独立した機能を持ち、機械本体と通信をし
ていない台間メダル貸出機は除く。 

    ⅵ 硬貨を投入し、直接クレジットされて遊戯できるもの。 
   ⅶ ４号転用メダルゲーム機については、５号営業への転

用にあたって、払い出し率の改善および外観の変更
等、適切な改造が施されていないもの。 

   ②子供用メダルゲーム機 
   ⅰ メダルを使用しないもの。 
   ⅱ メダル払出装置がないもの。 
   ⅲ 入賞したメダルが払い出しされないで、クレジットされるも

の。ただし、プレイヤーが任意に、かつ随時に払出しすること
が出来る払い出しスイッチ（押しボタン）を備えているものを
除く。 

   ⅳ クレジットがスイッチ等の操作によりリセットされ、その当たり
枚数がメーター等に記憶される構造のもの。 

   ⅴ 遊戯における最高配当枚数が 99 枚を超えるもの。（倍率９９
倍ではなく、１回の遊戯における複数クレジット・メダル掛け
の場合でも１回の遊戯の配当枚数が９９枚を超えるもの。） 

   ⅵ ３ウェイ等の構造によるもので効果を挿入した場合に直接ク
レジットされるものは、一度に投入される金額が100円を超え
るもの。 

   ⅶ 紙幣及び500円硬貨等を挿入できる構造のもの。 
  （２）その他の条件 ４．２．の（１）の各条件に規定する機械及び公

序良俗に反する機械にディップ・スイッチまたはロム交換等に
より容易に改造できるおそれのあるもの。 

 

平成 ３年５月 13日制定    平成 ８年 ７月 31日改正 
 平成 11年７月 14日改正  平成 14 年 10月 24日改正 

 （一社）日本アミューズメントマシン協会〈現ＪＡＩＡ・ＡＭマシン事業部〉 

 

(附則)  １．この機械基準の目的達成のため、運用規程を別途定める。 ２．この機械基準は、平成 11 年 10 月 1 日から施行する。
（平成 11年 7月 14日）  ３．この機械基準は、平成 14年 12月 1日から施行する。（平成 14年 10月 24日） 

遊戯施設関連図書ご案内 

『遊戯施設 定期検査マニュアル 
2017 年版』[最新版] 

・ＪＡＩＡ会員 
１冊 １，５００円（税込・送料無料） 

・遊園地協会会員、ウォータースライド安全
協会会員及び定期検査報告書提出会社  
１冊 ２，５００円（税込・送料無料） 

・その他の非会員    
１冊 ３，０００円（税込・送料有料） 

『遊戯施設 定期検査マニュアル(補足)』 
『遊戯施設 セーフティダイジェスト』 
『知っておきたい 遊戯施設の基礎知識』 
・ＪＡＩＡ会員  

１冊  ５００円（税込・送料無料） 
・遊園地協会会員、ウォータースライド安全
協会会員及び定期検査報告書提出会社  
１冊   ８００円（税込・送料無料） 

・その他の非会員    
１冊 １，０００円（税込・送料有料） 

 

「平成３０年度 遊戯施設安全管理講習会」 
 最近の遊戯施設は、利用者の要求とともに多種多様となり、運
動形態も多様化・高度化が進み、それに伴い大型化する機種も増
えてきております。 
これらの遊戯施設に対する安全確保には、遊戯施設を維持・管

理する人々の日常の努力や確実な操作による運転などに負う部
分が大切であることはいうまでもありません。 
当協会では、設立以来遊戯施設の安全をテーマに「遊戯施設安

全管理講習会」を開催しており、本年も以下の通り開催いたしま
す。遊戯施設に携わる関係者及び遊戯施設の運行管理者・運転者、
技術者など幅広くご参加ください。 
 
開 催 期 日／平成３０年１２月４日（火） 
開 催 場 所／家の光会館 ７Ｆコンベンションホール 
（東京都新宿区市谷船河原町１１ TEL03-3260-4791） 

定 員／１２０名 
主 催／一般社団法人日本アミューズメント産業協会 
後援(予定)／国土交通省、東京都 
協賛(予定)／（一財）日本建築設備・昇降機センター、東日本遊

園地協会、西日本遊園地協会、日本ウォータースラ
イド安全協会、（一社）東京都昇降機安全協議会 

 遊園施設事業部よりお知らせ
お問合わせ／sakai@jaia.jp TEL03-6272-9071 FAX03-3556-5524(担当：酒井) 

mailto:お問合わせ／sakai@jaia.jp


 2018.4 ④ 

 

 

                                     

                                     

地区協議会 開催本部 開催日 開催場所 出席 掲載号 

関東 埼玉県 H29.5.18 ラフレ埼玉 来賓8名＋主催17名 29/6 

九州・沖縄 大分県 H29.6.7 ホルトホール大分 来賓8名＋主催20名 29/8 

四国 香川県 H29.6.20 サンポートホール高松 来賓4名＋主催11名 29/11 

九州・沖縄 宮崎県 H29.9.26 宮日会館 来賓7名＋主催15名 30/2 

九州・沖縄 熊本県 H29.10.5 国際交流会館 来賓12名＋主催17名 30/1 

東海・甲信 長野県 H29.10.17 あがたの森文化会館（松本市） 来賓6名＋主催13名 29/12 

東海・甲信 長野県 H29.10.18 共和コーポレーション（長野市） 来賓7名＋主催14名 30/2 

北海道 北海道 H29.10.18 かでる2・7 来賓9名＋主催11名  

九州・沖縄 鹿児島県 H29.10.25 タカプラ６階催事場 来賓8名＋主催18名 30/2 

九州・沖縄 福岡県 H30.1.26 アクロス福岡 来賓12名＋主催17名 30/4 

九州・沖縄 長崎県 H30.2.14 長崎市市民生活プラザ 来賓９名＋主催９名 30/5 

九州・沖縄 佐賀県 H30.2.15 佐賀市文化会館 来賓5名＋主催8名 30/4 

九州・沖縄 沖縄県 H30.2.22 サザンプラザ海邦 来賓8名＋主催16名 30/5 

【
特
に
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か
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意
見
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ご
要
望
】 

◎
店
舗
は
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ン
で
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に
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で
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目
立
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
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◎
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回
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、
ス
タ
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フ
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よ
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し
て
い
る
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◎
ラ
ブ
エ
イ
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は
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晴
ら
し
い
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感
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し
た
。 

◎
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少
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導
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の
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動
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い
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◎
ゲ
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ム
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生
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と
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ど
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よ
う
注
意
し
て
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し
い
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◎
年
少
者
立
入
時
間
の
規
制
緩
和
は
正
直
心
配
だ
っ
た
が
、条

例
改
正
後
、
ト
ラ
ブ
ル
は
出
て
い
な
い
。 

◎
ス
マ
ホ
の
普
及
で
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、問
題
が
発
生

し
て
い
る
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【
主
な
ご
意
見
・
ご
要
望
】 

◎
生
徒
が
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
喫
煙
等
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
際
、
ス
タ
ッ
フ
が
生
徒
に
注
意
し
学
校
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連
絡
を
し
て
く

れ
た
た
め
適
切
な
指
導
が
で
き
感
謝
し
て
い
る
。（
埼
玉
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◎
分
煙
に
な
っ
て
い
な
い
店
舗
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、受
動
喫

煙
の
問
題
も
あ
り
、
考
慮
し
て
ほ
し
い
。（
埼
玉
） 

◎
分
煙
環
境
が
整
っ
て
い
る
。中
に
は
全
面
禁
煙
の
施
設
も
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、青
少
年
育
成
の
観
点
で
素
晴
ら
し
い
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。（
大
分
） 

◎
お
年
寄
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
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考
え
る
。（
香
川
） 

◎
孫
の
喜
ぶ
姿
を
見
た
い
と
い
う
こ
と
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

よ
く
利
用
し
て
い
る
。
（
熊
本
） 

◎
プ
リ
ク
ラ
の
カ
ー
テ
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長
く
、中
の
様
子
が
ま
っ
た
く
確

認
で
き
な
い
店
舗
が
あ
っ
た
。
注
意
し
て
ほ
し
い
。（
長
野
） 

◎
風
適
法
改
正
に
伴
い
、
学
校
と
し
て
、
保
護
者
同
伴
で
あ
れ

ば
ゲ
ー
ム
セ
ン
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ー
立
入
可
と
の
指
導
と
な
っ
た
。（
熊
本
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◎
遊
び
な
が
ら
学
べ
る
ゲ
ー
ム
機
の
開
発
を
望
む
。
（
熊
本
） 

◎
「
こ
ど
も
１
１
０
番
」
活
動
に
は
感
謝
し
て
い
る
。（
熊
本
） 

◎
幼
い
子
ど
も
を
連
れ
た
母
親
が
ゲ
ー
ム
に
没
頭
し
て
い
る

姿
を
見
る
こ
と
が
あ
る
。注
意
し
て
問
題
が
起
き
た
ら
遠
慮

な
く
通
報
し
て
ほ
し
い
。（
熊
本
） 

◎
防
犯
カ
メ
ラ
の
操
作
方
法
が
わ
か
ら
な
い
店
舗
ス
タ
ッ
フ

が
い
る
の
で
把
握
さ
せ
て
お
く
よ
う
に
。（
長
野
） 

◎
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
空
間
、教
育
支
援
的
な
育
成
ゲ
ー
ム
や
体

力
づ
く
り
が
で
き
る
ゲ
ー
ム
が
あ
れ
ば
と
思
う
。（
鹿
児
島
） 

◎
子
ど
も
を
伸
ば
す
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
き
た
い
。そ
の
た

め
に
Ａ
Ｍ
業
界
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
（
福
岡
） 

◎
Ａ
Ｏ
Ｕ
の
取
り
組
み
を
初
め
て
知
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
活
動

を
広
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
（
佐
賀
） 

Ａ
Ｏ
Ｕ
（
現
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
・
施
設
営
業
事
業
部
）

で
は
、
地
域
・
行
政
の
方
々
と
の
積
極
的
な
対

話
に
よ
り
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
青
少

年
健
全
育
成
に
向
け
た
強
固
な
協
力
体
制
を

築
く
べ
く
、
「
地
域
懇
談
会
」
を
全
国
で
展

開
し
て
い
る
。 

第
一
回
が
開
催
さ
れ
た
の
は
平
成
９
年
11

月
、
大
阪
に
て
。
府
警
本
部
、
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
・
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
等
７
団
体

か
ら
14
名
を
お
招
き
し
て
各
々
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
苦
言
や
提
言
な
ど
を
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
聴
講
し
た
会
場
の
店
舗
管
理
者
約

80
名
（
主
に
大
阪
・
兵
庫
）
が
「
ゲ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
の
実
情
」
を
説
明
し
て
理
解
を
求
め
る

ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
広
報
委
員
会
所
管
で
「
地

域
懇
談
会
」
と
し
て
本
格
的
に
事
業
計
画
に
盛

り
込
ま
れ
た
の
は
翌
年
度
で
、
東
北
地
区
協
議

会
（
平
成
10
年
12
月
、
宮
城
）、
近
畿
地
区
協

議
会
（
平
成
11
年
１
月
、
大
阪
）
で
実
施
と

な
っ
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
パ
ネ
ラ
ー
を
壇
上
に
お
迎
え
し
て
、
Ａ
Ｏ

Ｕ
メ
ン
バ
ー
60
～
80
名
が
会
場
に
集
ま
る
と

い
う
も
の
。
業
界
側
の
出
席
者
を
し
ぼ
り
、
来

賓
の
方
々
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
よ
り
率
直

な
懇
談
を
目
指
し
た
の
は
平
成
11
年
４
月
の

栃
木
県
＆
関
東
地
区
協
議
会
（
来
賓
７
名
＋
業

界
４
名
＋
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
７
名
出
席
）
か
ら
。

以
降
、
そ
れ
が
定
着
し
た
。 

そ
し
て
、
平
成
19
年
度
よ
り
「
地
域
懇
談

会
」
は
主
要
事
業
の
１
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

平
成
19
年
度
20
か
所
、
20
年
度
40
か
所
、
21

年
度
33

か
所
…
と
全
国
的
な
展
開
が
実
現

し
、
さ
ら
に
は
、
県
防
犯
協
会
の
主
催
（
も
し

く
は
共
催
）
に
発
展
す
る
県
も
。 

現
在
、
研
修
委
員
会
の
所
管
。
回
を
重
ね
る

こ
と
で
地
域
・
行
政
側
の
Ａ
Ｍ
業
界
に
対
す
る

認
知
度
は
ア
ッ
プ
、
平
成
27
年
６
月
の
風
適

法
改
正
の
中
で
も
地
域
懇
談
会
が
大
き
く
評

価
を
受
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ

施
設
営
業
事
業
部
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
平

成
30
年
度
以
降
も
、「
地
域
懇
談
会
」
の
積
極

的
な
開
催
を
継
続
す
る
構
え
だ
。 

 

29 年 
ＤＪ 
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九
州
・
沖
縄
地
区
本
部
（
菊
池
康
男
地
区
本
部
長
） 

長
崎
県
本
部
（
土
井
榮
一
本
部
長
） 

日
時
／
平
成
30
年
２
月
14
日(

水)

14
時
～
15
時
30
分 

場
所
／
長
崎
市
市
民
生
活
プ
ラ
ザ 

平
成
27
年
２
月
に
実
施
以
来
、
３
年
ぶ
り
７
回
目
と
な
る

地
域
懇
談
会
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
Ａ
Ｏ
Ｕ
の
組
織
や
活
動
等
を
紹
介

し
た
後
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
形
式
で
懇
談
を
行
っ
た
。 

地
域
・
行
政
側
の
主
な
意
見
・
要
望
等
は
次
の
通
り
。
な

お
、
来
賓
の
う
ち
２
名
が
前
回
に
引
き
続
い
て
の
出
席
。 

◇ 
 
 
 

◇ 

◎
夕
方
以
降
、
年
少
者
が
保
護
者
同
伴
で
遊
べ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

店
内
の
置
き
引
き
対
策
は
。
（
市
少
年
セ
ン
タ
ー
）  

【
業
界
】
年
少
者
の
立
入
時
間
に
つ
い
て
は
声
か
け
の
徹
底
、

30
分
前
に
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
５
分
前
に
は
直
接
の
案

内
を
し
て
い
る
。
も
し
、
守
ら
れ
て
い
な
い
店
舗
が
あ
れ
ば
、

特
定
し
店
舗
ご
と
に
改
善
し
て
い
く
。
ま
た
、
現
在
、
置
き

引
き
は
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
注
意
書
き
、
従
業
員
の
声
か

け
等
の
効
果
で
減
っ
て
き
て
い
る
。 

◎
巡
回
時
、
親
が
子
ど
も
を
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
お
も
ち
ゃ

屋
な
ど
に
置
い
て
買
い
物
を
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

（
補
導
員
連
絡
協
議
会
） 

【
業
界
】
単
独
の
お
子
様
を
見
か
け
た
際
は
保
護
者
の
所
在

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
声
か
け
に
慣
れ
て
い
る
補

 

導
員
の
方
々
に
は
今
後
も
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
託
児
所
代
わ
り
に
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
状

況
を
聞
く
と
、
保
護
者
の
責
任
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
う
。

色
々
な
情
報
を
持
ち
帰
り
た
い
。
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
） 

◎
声
か
け
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
少
し
安
心
し

た
。
（
県
校
長
会
） 

◎
関
西
で
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
の
詐
欺
事
件
が
あ
っ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
過
去
に
あ
っ
た
の
か
。
（
県
教
育
庁
） 

【
業
界
】
我
々
は
景
品
を
獲
得
し
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
方
針
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
実
は
、
Ａ
Ｏ
Ｕ
か
ら
も
所
轄
に
、
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
お
願
い
に
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
悪
質
な
店
舗
が
あ

 

れ
ば
、
当
局
に
今
後
も
情
報
提
供
し
て
い
く
。

◎
違
法
店
舗
、
問
題
あ
る
施
設
を
見
か
け
た
ら
情
報
を
寄
せ

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
対
応
は
。
（
県
警
） 

【
業
界
】
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
景
品
表
示
法
、
風
適
法

の
問
題
も
あ
り
、
行
政
関
連
に
は
報
告
を
随
時
行
い
、
現
在
、

慎
重
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
状
況
。 

 

九
州
・
沖
縄
地
区
本
部
（
菊
池
康
男
地
区
本
部
長
） 

沖
縄
県
本
部
（
仲
順
恵
里
子
本
部
長
） 

日
時
／
平
成
30
年
２
月
22
日(

木)

14
時
～
16
時 

場
所
／
サ
ザ
ン
プ
ラ
ザ
海
邦 

 

平
成
25

年
10

月
に
実

施
以
来
、
お
よ
そ
４
年
半

ぶ
り
７
回
目
と
な
る
地
域

懇
談
会
。
今
回
は
、
初
め

て
沖
縄
県
防
犯
協
会
連
合

会
と
の
共
催
と
い
う
ス
タ

イ
ル
で
開
催
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 

な
お
、
沖
縄
県
で
は
風

適
法
改
正
後
も
従
来
通
り

の
条
例
（
年
少
者
の
立
入

時
間
は
保
護
者
同
伴
で
も

20
時
ま
で
）
と
な
っ
て
お

り
、
業
界
か
ら
保
護
者
同

伴
時
は
22
時
ま
で
立
入
で

き
る
よ
う
引
き
続
き
提
案

し
て
い
く
旨
を
説
明
。
地

域
・
行
政
側
の
主
な
意

見
・
要
望
等
は
次
の
通
り
。 

◇ 
 
 
 

◇ 

◎
29
年
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
補
導
41

件
。
う
ち
Ａ
Ｏ
Ｕ
加
盟
店
は
ゼ
ロ
。（
県
警
） 

◎
青
少
年
指
導
員
養
成
講
座
を
初
め
て

知
っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
。
指
導
員
が
い

る
店
舗
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
等
を
掲
示
し

た
ら
ど
う
か
。 

◎
学
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ジ

ャ
ン
ル
の
ゲ
ー
ム
を
開
発
で
き
な
い
か
。 

◎
ス
マ
ホ
の
普
及
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
が
増

え
、
そ
れ
に
伴
う
い
じ
め
問
題
も
あ
る
。 

◎
不
登
校
問
題
を
抱
え
て
い
る
青
少
年

に
心
を
開
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
一

緒
に
遊
び
な
が
ら
会
話
す
る
の
が
理
想
。

ラ
ブ
エ
イ
ド
の
延
長
で
、
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
で
の
施
設
の
割
引
等
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。（
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
） 

◎
こ
の
よ
う
な
前
向
き
な
懇
談
会
は
、
是

非
、
毎
年
開
催
し
て
も
ら
い
た
い
。 

【来賓（9 名）】  
長崎県福祉保健部子供政策局こども未来課 課長補佐 井村 直俊氏 

長崎県教育庁義務教育課児童生徒支援室 課長補佐 山口 孝広氏 

長崎県警察本部生活環境課営業第一係 係長 鍬塚 博紀氏 

（公社）長崎県防犯協会連合会 次長 岩永 光則氏 

長崎県少年補導員連絡協議会 会長 小崎 修三氏 

長崎県校長会 生徒指導部長 尾下 直士氏 

長崎県青少年育成県民会議 事務局長 岩永 嘉人氏 

長崎県ＰＴＡ連合会 事務局長 橋  貞幸氏 

長崎市少年センター 所長 木下 和敏氏 

【主催（9 名）】 

ＡＯＵ会長（九州・沖縄地区本部長／福岡県本部長） 菊池 康男 

ＡＯＵ専務理事 鈴木 剛夫 

長崎県本部長 土井 榮一 

九州・沖縄地区本部事務局長  西浦 誠二 

長崎県本部事務局 本田 賢光 他 

【来賓（8 名）】 
沖縄県子ども生活福祉部青少年・子ども家庭課 
青少年育成班主幹 

赤嶺 裕之氏 

沖縄県警察本部生活安全部少年課少年サポート
センター 補導・被害少年対策補佐 仲間  聡氏 

沖縄県警察本部生活安全部少年課少年サポートセンタ

ー 健全育成補佐 
新垣 和哉氏 

沖縄県少年補導員会連絡協議会 会長 中村 幸孝氏 

（公社）沖縄県青少年育成県民会議 事務局長 金城 和則氏 

（公社）沖縄県青少年育成県民会議 主幹 末吉  斉氏 

（一社）沖縄県ＰＴＡ連合会 事務局長 古堅 宗男氏 

沖縄県高等学校ＰＴＡ連合会 会長 仲西 春雅氏 

【主催（16 名）】 

（公財）沖縄県防犯協会連合会 専務理事 新屋 良徳 

ＡＯＵ会長（九州・沖縄地区本部長／福岡県本部長） 菊池 康男 

ＡＯＵ専務理事 鈴木 剛夫 

沖縄県本部長 仲順恵里子 

鹿児島県本部長 犬伏 和章 

埼玉県本部長 沼野  進 

沖縄県本部顧問 仲順 利治 

ＡＯＵ理事／研修委員長 内田 慎一 

九州・沖縄地区本部／福岡県本部 事務局長 西浦 誠二 他 

 



          

 

開催本部 開催日 内  容 掲載号 

鳥取 H29.8.7（月） 
児童養護施設のこどもたち２８名をロケに招待。その
後、フードコートでの１０００円分の昼食を提供。 

H30.1 

大分 H29.10.14（土） 
児童養護施設のこどもたち３４名を「城島高原パーク」
に招待（第２１回目）。例年通り、乗物乗り放題＋カレ
ーバイキング＋お楽しみ抽選会。 

H29.12 

東京・ 

埼玉 
H29.11.23（木・祝） 

第２３回「ふれあいアミューズメントフェスティバル」。
浅草の「花やしき」に児童養護施設から２３８名を招
待。乗物フリーパス＋２０００円分のお買物券＋おみ
やげプレゼント。 

H29.12 

長野 H29.11.25（土） 児童養護施設の子どもたちと職員３７名をロケ招待。 H30.1 

熊本 H29.12.3（日） 
「スペシャルオリンピックス日本・熊本」のアスリートお
よびその家族・ボランティア１２５名をロケ招待（ゲー
ム＆ボウリング）。今回で１４回目。 

H30.2 

鹿児島 H29.12.3（日） 
「スペシャルオリンピックス日本・鹿児島」のアスリート
およびその家族・ボランティア８５名をロケに招待。第
１６回「ゲームの日」からの恒例イベント。 

H30.1 

広島 H29.12.4(月) 
プローバグループとの共催による第７回「ふれあいフ
ェスティバル」。作業所から９８名をロケ招待（ゲーム、
カラオケ、ボウリング等、途中で昼食提供）。 

H30.2 

秋田 H29.12.8(金) 

児童養護施設に出前。２５名の子どもたちが、地元サ
ッカーチームのマスコットキャラクターと一緒に体を使
って遊ぶゲームを楽しんだ。最後にぬいぐるみ、おも
ちゃ、お菓子等をプレゼント。 

H30.2 

秋田 H29.12.13（水） 
児童養護施設をサンタクロースに扮したスタッフが訪
れ、クリスマスプレゼントを配布。 

H30.2 

山形 H30.2.15（木） 障碍者福祉施設の方１９名をロケ招待。 H30.5 

神奈川 H30.3.29（木） 児童養護施設の子どもたち３９名をロケ招待。 H30.5 

障碍者福祉施設の方々に、日ごろあまり体験
したことのないアミューズメントマシンで遊
んでいただこうという企画。就労継続支援Ｂ型
事業所「ひだまり」から 19 名を「スーパーノ
バ天童」（天童市、(株)ワイケーコーポレーシ
ョン運営）にお招きし、９時 30 分～11 時、主
にプライズゲームで遊んでいただいた。 

 

神奈川県本部（奥田啓之本部長） 

平成30年3月29日(木) 

山形県本部（菅原広行本部長） 

 

春休み、児童養護施設の子どもたち 39 名を
「namco 港北 TOKYU ショッピングセンター店」（港
北東急ＳＣ内）に招待。体感ゲーム、景品機、一
部のメダル機を無料開放して楽しんでいただい
た。帰りに参加者全員におみやげをプレゼント。 

■第 23 回「ゲームの日」ラブエイド開催一覧 
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平成30年２月15日(木) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 店舗活性推進委員会（畦田在隆委員長）では、昨年 10月25日の第一回に続き、会員企業の中堅社
員層を対象としたアミューズメント施設運営に関するセミナーを開催する。 
 今回のテーマは、社内研修制度などが整っていない会員企業から要望の多かったもの。前回同様 90
分ずつの 2部構成となっている。なお、セミナー終了後、業界内若手の交流の場としての懇親会も開催。 
 申し込みは、開催案内（会員宛に５月 16日メール送付）に添付の申込用紙にて、6月7日（水）までに
FAX にて。 

GMO TEC(株)020 事業部メディアプロデュース部
マネージャー。大学卒業後、私立大学事務局や広
告代理店などの勤務を経て、2013 年に(株)ぐる
なび入社。ビッグデータ・020 を用いた販促商品企
画に携わる。2016 年 3月、GMO TEC 入社。020
アプリ作成 ASP サービス「GMO 集客アップカプセ
ル」の企画・プロモーション・アライアンスを担当。 

第一部「ＳＮＳしくじり先生、ＳＮＳの失敗事例に 
学ぶ Twitter の活用事例」 

第二部「アミューズメント施設運営における 
プライズ経営の基礎知識」 

〈お問い合わせ〉JAIA 施設営業事業部 TEL03-6272-9401 FAX03-6272-9411 info@jaia.p 

開 催 日：平成 30 年６月 27 日（水） 
開催場所：JAIA 会議室（JR「市ヶ谷」駅徒歩 10 分） 
参加費用：５，０００円（税込、懇親会参加費用込） 
参加定員：２０名 
申し込み：開催案内に添付の申込用紙を FAX にて 
申込締切：6 月 7 日（水） 
※応募多数の場合は抽選。参加人数確定後、請求書を送付
しますので、参加費用を前日迄にお振込下さい。 

【スケジュール】 
PM１：００  開場 
PM１：３０  開会あいさつ 
PM１：４０  第一部「SNS しくじり先生、SNS の失敗事例

に学ぶ Twitter の活用事例」 
PM３：１０  休憩 
PM３：３０  第二部「アミューズメント施設運営における

プライズ経営の基礎知識」 
PM５：００  閉会 
PM５：３０  懇親会（概ね２時間半） 

(株)ドリームワン代表。 
アミューズメント施設会社勤務を経て、2011年より
アミューズメント施設コンサルティング事業を開始。
多くの企業でのコンサルティング実績を持つ。 

谷内亮介氏 

平成 29 年度税制改正において、「中小企業等経
営強化法に係わる固定資産税の特例」（平成28年7
月より執行）の対象となる物品が拡充され、新たに
「器具備品」が追加されました。 
 本制度における「固定資産税特例」とは、主務官庁
から経営力向上計画の認定を受けた中小企業者
が、平成 30 年度末までに新規に取得する機械装置
等について一定の要件を満たした場合、３年間にわ
たって固定資産税が２分の１に軽減される制度です。 
  

 

永井隆嗣氏 

〈担当窓口〉AM マシン事業部（担当：浅見）TEL03-3556-5522 asami@jaia.jp 

 

当協会では、業務用アミューズメント機器の
うち「器具備品」に該当する製品に対し、経営
力向上計画認定に必要な証明書の発行を行っ
ています。 

※制度の詳細は、中小企業庁ホームページを参照下さい  
中小企業庁：経営サポート「経営強化法による支援」 
（http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kyoka/） 
 

証
明
書
発
行
の
流
れ 

証明書発行の申請にあたっては、必ず事前に中小企業庁のホームページから「工業会証明書の取得の手引き」を
ダウンロードし、ご一読のうえ申請ください。詳細は担当窓口まで。 
1. 申請者がチェックリストをダウンロード。必要事項を記入し、必要資料を添付して協会に提出。 
2. 協会がそれを確認し、要件に該当すると判断した場合、申請者に連絡。 
3. 申請者は証明書をダウンロードして必要事項を記入のうえ協会に提出。送付された証明書に協会が押印し返送。 
【証明書発行手数料】 

JAIA 会員／無料  会員外／１件につき 5,000 円（税別） 
※当協会の発行した証明書は、減税措置が認められることを保証するものではありません。 

 
  
 

中小企業経営強化税制に係わる「特別償却制度」は、
固定資産税特例とは異なり、娯楽業は対象外です。 

ご注意 

http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kyoka/


広報紙『JAIA  』発行を 

メールでお知らせします 
 

 

 

 

  

  

 ＪＡＩＡプレス編集部では、ＪＡＩＡ会員

に【ＪＡＩＡ通信】として、広報紙『ＪＡＩＡ

プレス』（月刊）の発行のご案内をＷＥＢ

公開と同時に行っています。左の通り、

メールのＵＲＬをクリックすると、ＪＡＩＡホ

ームページから『ＪＡＩＡプレス』のページ

が開くようになっています。 

 施設営業事業部（旧ＡＯＵ）会員には

『ＡＯＵニュース』発行のお知らせを【Ａ

ＯＵ通信】で行っており、引き続き、ご登

録いただいたアドレスに【ＪＡＩＡ通信】を

配信しておりますが、まだメールアドレス

をご登録いただいていない会員におか

れましては、メールアドレスをご連絡い

ただきますようお願いします。店舗・営

業所単位でのご登録もＯＫです。 

 なお、インターネット環境の整っていな

い会員等にはプリントアウトしての郵送

も可能ですので、ご連絡ください。 

ご登録＆お問い合わせ 

Mail  fukawa@jaia.jp 
TEL  ０３－６２７２－９４０１ 
FAX  ０３－６２７２－９４１１ 

紙面についての 

ご意見・ご提案も 

お待ちしています 
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